
チリ経済情勢報告（2015年5月）
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１．経済指標　
（１）ＧＤＰ成長率－2015年1Ｑ2.4％－（往電第343号）
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　2015年第１四半期（1～3月期）の実質GDP成長率は前年同期比2.4％と，前期（1.8％）より伸び幅が拡大した。季節調整済前期比の伸び率は1.0％となった。
①需要項目別の動向
ア　内需は，前年同期比1.3％（前期同0.0％）となった（寄与度1.2％）。消費は前年同期比2.2％（前期同1.8％）となった。内訳は，民間消費が同1.6％（前期同1.0％），政府消費は同5.6％（前期同5.5％）であった。総固定資本形成は前年同期比▲1.7％（前期同0.5％）と再びマイナスに転じた。内訳をみると，機械・設備投資が同▲7.4％（前期同▲3.1％），建設・住宅投資が同1.1％（前期同2.2％）であった。
イ　外需の寄与度は，輸入の減少幅が縮小したことに伴い1.2％（前期1.8％）となった。輸出は，前年同期比1.4％（前期同1.7％）となった。品目別では，銅が同▲1.4％（前期同0.7％）とマイナスに転じたため，鉱業品全体も同▲1.2％（前期同1.3％）となった。農林水産品は同23.3％（前期同13.1％）となり，製造業品は同2.8％（前期同7.8％）となった。輸入は，前年同期比▲2.0％（前期同▲3.9％）とマイナス幅が縮小した。品目別では，製造業品は同▲1.9％（前期同▲4.2％）と引き続きマイナスとなったが，農林水産品は同14.0％（前期同10.4％），鉱業品が同2.1％（前期同4.1％）となった。

②セクター別の動向

セクター別では，鉱業が前年同期比3.3％（前期同▲0.4％）とプラスに転じ，農林業が前年同期比8.5％（前期同4.9％），通信が同9.4％（前期同5.8％），レストラン・ホテルが同2.1％（前期同0.9％）と伸び幅が拡大した一方，電気・ガス・水道が同1.5％（前期同5.7％），建設が同2.0％（前期同3.2％），運輸が同1.3％（前期同3.1％）と伸びが鈍化した。
③6月3日に公表された中銀による2015年成長率見通しは2.25～3.25％，直近の中銀アンケートによる見通しは2.6％となっている。
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（２）経済活動指数（IMACEC）－前年同月比1.7％－
4月のIMACECは前年同月比1.7％と予想（同2.0％）を下回る結果となった。季節調整済前月比は0.0％となった。中銀によると，サービス業が主なプラス要因となった一方，卸売業がマイナス要因となった。
中銀アンケートによる5月IMACECの予想は前年同月比2.0％（中央値）となっている。
（３）消費－減速している－
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①4月の小売商業販売指数（実質，INE公表）は，前年同月比3.3％となった。同指数（除く車）は同4.4％となった。
②4月のスーパーマーケット販売額（実質，INE公表）は，前年同月比2.6％となった。
③4月の商業販売額（チリ商工会議所公表，サンティアゴ首都圏，暫定値）は前年同月比▲1.0％となった。
④4月の消費者認識指数（CIEN公表）は98.8と前月（109.5）から大きく悪化した。現状指数（96.0）も大きく悪化し，将来指数（100.0）は若干の悪化となった。
⑤5月の新車販売台数は21,184台（前年同月比▲16.2％）と大きなマイナスが続いている。
（４）鉱工業生産，電力－生産は弱い－
[image: image5.wmf]-

5.0 

0.0 

5.0 

10.0 

15.0 

2

0

1

1

年

N

0

1

月

�

2

0

1

2

年

N

0

1

月

�

2

0

1

3

年

N

0

1

月

�

2

0

1

4

年

N

0

1

月

�

2

0

1

5

年

N

0

1

月

�

前年同月比

12

ヶ月移動平均

３ヶ月移動平均値

経済活動指数（

IMACEC

）

(

％

)

4月の工業生産指数は，前年同月比0.8％となった。セクター別では，木材・紙製品が同5.4％とプラスに寄与したが，一般金属が同▲17.5％，機械・設備が同▲12.6％，金属製品（除く機械）が同▲5.2％とマイナスに大きく寄与した。
4月の鉱業生産指数は前年同月比▲2.4％となり，うち銅は同▲0.1％となった。
4月の電力指数は前年同月比2.2％となった。
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（５）企業の業況判断－悪化している－
5月のIMCE（企業業況判断指数）は46.45ポイントと，中立点である50ポイントを引き続き下回った上，前月から再び悪化した。前年同月差は▲0.91ポイント，前月差は▲2.03ポイントとなった。内訳を見ると，鉱業が66.81（前月差0.26ポイント）と若干改善したが，製造業が41.04（同▲3.78ポイント），建設業が34.29（同▲3.37ポイント），商業が48.13（同▲0.16ポイント）と悪化した。
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（６）不動産－大きく減少－

4月の建築許可面積（INE公表）は前年同月比▲13.3％（３か月移動平均）と前月に引き続き大幅なマイナスとなった。内訳を見ると，住居が同▲11.7％となり，非住居も同▲13.0％といずれも大幅なマイナスとなっている。
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（７）雇用－失業率はやや高くなっている－

2～4月期の失業率は6.1％と前月と同水準となった。前年同期比で見ると，労働力人口は74,389人増加（前年同期比0.9％），就業者数は66,395人増加（同0.8％），失業者数は7,994人増加（同1.6％）となった。セクター別の就業者数伸び率では，行政・社会保障（同12.2％），ホテル・レストラン（同5.5％）が大幅なプラスとなった一方，自営業者（同▲6.6％）が大きなマイナスとなった。
4月の賃金は，名目は前年同月比6.4％，実質は同2.2％となった。
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（８）物価－やや大きく上昇している－
5月の消費者物価指数（総合）は，前月比は0.2％，前年同月比は4.0％となった。品目別に前年同月比の動きをみると，主にアルコール飲料・タバコ（11.4％），食料品・飲料品（7.7％），レストラン・ホテル（7.7％）が大きく上昇した一方，燃料（▲16.7％），衣料品・靴（▲7.6％）が大きく低下している。生鮮野菜果実及び燃料を除くコア指数は，前月比は0.1％，前年同月比は5.0％となった。
中銀アンケートによる6月の消費者物価指数（総合）の予想は前月比0.2％となっている。インフレ期待は1年後：3.0％（前月3.1％），2年後：3.0％（前月3.0％）と引き続き安定している。
4月の生産者物価（全産業）は，前月比は1.6％，前年同月比は▲2.1％となった。
（９）貿易－貿易黒字が継続－
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国際銅価格と銅在庫の推移

銅価格

銅在庫（ロンドン・

NY

・上海合計）

①5月の輸出額（FOB）は53.7億ドル（前年同月比▲22.0％）となった。内訳を見ると，鉱業品30.2億ドル（同▲17.5％），農林水産品4.4億ドル（同▲27.9％），製造業品19.1億ドル（同▲27.0％）となった。鉱業品のうち銅は28.5億ドル（同▲16.4％），銅を除いた輸出総額は25.2億ドル（同▲27.5％）となった。

②5月の輸入額（FOB）は43.9億ドル（前年同月比▲19.3％）となった。内訳（CIF）は，消費財13.6億ドル（同▲17.8％），中間財26.0億ドル（同▲17.2％），資本財7.3億ドル（同▲26.5％）となった。
③5月の貿易収支（FOB）は9.8億ドルの黒字となった。
（１０）対日・中・韓貿易
①対日貿易（FOB）：4月の貿易額は，輸出額5.2億ドル（前年同月比▲14.4％），輸入額1.6億ドル（同▲8.4％），貿易総額では6.7億ドル（同▲13.1％）となった。

②対中貿易（FOB）：4月の貿易額は，輸出額14.4億ドル（前年同月比▲2.4％），輸入額9.7億ドル（同▲5.5％），貿易総額では24.1億ドル（同▲3.7％）となった。

③対韓貿易（FOB）：4月の貿易額は，輸出額3.8億ドル（前年同月比▲8.9％），輸入額2.5億ドル（同8.5％），貿易総額では6.3億ドル（同▲2.8％）となった。
２．市場の動き
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（１）国際銅価格－横ばい－
5月の国際銅価格は，1ポンド2.8858ドル（1日）で始まり，1ポンド2.7617ドル（29日）で終了した。前半は中国経済の先行きが懸念される統計の公表等により緩やかな下落が続き，後半に入ると中国人民銀行による金融刺激策に対する期待で一時的に上昇したものの，不安定さを払拭するまでには至らずその後も緩やかな下落が続いた結果，前月末比▲2.5％で終了した。

5月の銅在庫は，549,221トン（1日）から498,631トン（29日）と前月末より若干の減となった。
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（２）為替－やや上昇－

5月の為替は，1ドル611.28ペソ（4日）で始まり，1ドル617.45ペソ（29日）で終了した。前半は米国のいくつかの経済指標が比較的弱かったこと等に伴いドル安が進行したが，後半に入ると米国GDP統計等が市場予想を若干上回ったことや米国FRB議長の発言に伴う金利引き上げ期待が高まったこと等からドル高が進行した結果，月中平均でみると前月比7.13ペソのペソ高・ドル安で終了した。
（３）株価－横ばい－
5月のIPSA値（サンティアゴ主要株式指数）は，4,062.80ポイント（4日）で始まり，4045.62ポイント（29日）で終了した。前半はバチェレ政権における内閣改造が行われたことに対する期待感等から上昇したが，後半に入ると，ここのところの原材料価格の下落に伴う業績悪化がいくつかの企業において見られたこと等から緩やかな下落が続いた結果，前月末比0.1％で終了した。

３．経済トピックス
（１）国土交通省とチリ公共事業省間の協力覚書（往電第526号）

5月2日，ウンドゥラーガ公共事業大臣と西村国土交通副大臣は，自然災害研究及び防災に関する相互間の協力を強化する協定に署名した。新たな協定の署名は在チリ日本大使公邸で行われ，港湾・沿岸プロジェクトと関連性の高い地熱・地震工学に関する公共事業省の人材育成と技術支援にかかる分野に対して，国土交通省の参加を得て従来の協力協定を強化する。
（２）総務省とチリ運輸通信省間の共同声明（往電第586号）
5月6～8日，西銘総務副大臣が来智し，滞在期間中ゴメス・ロボ運輸通信大臣およびウィチャラフ通信次官と会談を行い，日チリ間のICTに関する共同声明に署名した。主な内容は，地デジ分野における協力の強化，ICT分野における両国間交流，ICT分野全般への協力拡大（光ファイバーを活用した高速インターネット網の整備や衛星を活用した通信システムなど）となっている。
（３）新たなソブリン債の発行（往電第546号）
米国証券取引委員会（SEC）に対するチリ政府からの報告によると，チリは約12.6億ドルに相当するソブリン債を発行した。2015年予算において，チリ財務省は80億ドルの債務を負うことが可能となっており，今年3月に70億ドル相当の国内市場における国債発行計画を公表している。したがって，残り10億ドルの債務を負うことが予算上は可能となっているが，今回発行するソブリン債はその限度を超えるため，債券発行による収入の一部は既存の債務支払いに充てられることになる。

（４）中国との中央銀行間での覚書の締結（往電第624号）
5月25日，チリ中央銀行と中国人民銀行は，チリ・中国間の国際取引において人民元の使用を容易にする環境を整備することを目的として，両中央銀行間の協力を取り極める了解覚書に署名した。その結果をうけて，中国人民銀行はチリに人民元決済銀行を設置する予定である。加えて，チリ中央銀行と中国人民銀行は，2200万元，もしくは22億チリペソを限度とする人民元・チリペソ間のスワップ取引に関する二国間協定に予め署名している。一方，中国は，資格を有する国際的な機関投資家が中国証券市場に直接投資することを可能とする，人民元適格海外機関投資家（RQFII）というプログラムにおいて，チリに対して5000万元（約80億米ドル）相当の割り当てを付与することにした。
（以上）
＜概要＞　景気は停滞している。


消費は減速している。


生産は弱い動きをしており，企業マインドは悪化している。


失業率はやや高くなっている。


消費者物価はやや大きく上昇している。


貿易は黒字が継続している。


為替はやや上昇，銅価格および株価は横ばいであった。


先行きについては，銅価格及び為替の動向が国内経済に与える影響に引き続き留意する


必要がある。








1

